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皇
居
前
「
国
家
の
品
格
」 

建
築
家 

竹
内 

壽 

一 

 

●
首
都
東
京
の
要
で
あ
り
江
戸
文

化
を
引
き
継
ぐ
国
家
財
産
・
皇
居

の
周
辺
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
摩
天

楼
の
よ
う
な
「
丸
の
内
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
計
画
」
に
よ
り
、
超
高
層
ビ

ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

●
現
在
で
は
皇
居
か
ら
徐
々
に
百

～
二
百
ｍ
の
「
す
り
鉢
状
」
高
さ

規
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の

第
一
番
の
問
題
は
、
皇
居
に
最
も

近
い
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
の
高
さ
百
ｍ

へ
の
建
替
計
画
が
象
徴
的
に
示
し

て
い
ま
す
。
皇
居
が
丸
見
え
に
な

る
の
で
宮
内
庁
か
ら
も
要
望
が
出

ま
し
た
。
ホ
テ
ル
側
は
建
築
確
認

が
間
近
な
た
め
に
ル
ー
バ
ー
に
よ

る
目
隠
し
と
い
う
苦
肉
の
策
で
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
高
さ
に
加
え
て
都
市
美
観
を

損
な
う
醜
悪
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。 

➜ 

丸
の
内
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画 
一
九
八
八 

●
丸
の
内
の
高
層
ビ
ル
化
を
可
能

に
し
て
い
る
の
は
、
高
さ
二
百
ｍ

ほ
ど
の
超
高
層
を
建
て
ら
れ
る
千

三
百
％
も
の
高
い
容
積
率
で
す
。

他
に
も
都
心
部
に
は
緑
溢
れ
る
神

社
の
隣
に
超
高
層
と
い
う
奇
妙
な

「
セ
ッ
ト
景
観
」
が
目
立
ち
ま
す
。

隣
接
地
の
余
っ
た
容
積
を
移
転
し

て
自
ら
の
敷
地
に
上
乗
せ
で
き
る

か
ら
で
す
。 

●
経
済
最
優
先
や
過
度
の
規
制
緩

和
が
今
日
の
都
市
景
観
を
醜
悪
化

し
て
い
そ
う
で
す
。
日
本
の
建
築

界
は
本
当
に
こ
れ
で
良
い
の
か
。

皇
居
周
辺
の
都
市
景
観
へ
の
関
心

を
喚
起
し
た
い
と
、
筆
者
も
含
め

（
心
あ
る
）
建
築
家
や
都
市
計
画

家
、
弁
護
士
、
市
民
団
体
が
美
観

論
争
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
二
百

ｍ
に
建
替
計
画
中
の
名
建
築
・
中 
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➜ 

皇
居
よ
り
超
高
層
ビ
ル
群
を
望
む 

央
郵
便
局
を
重
要
文
化
財
に
す
る

保
存
運
動
も
展
開
中
で
す
。 

●
都
市
景
観
は
道
路
か
ら
見
え
る

「
建
築
の
立
面
や
お
化
粧
術
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
場
所
に
ふ
さ
わ

し
い
美
し
い
環
境
を
創
る
た
め
の

「
時
間
的
・
空
間
的
共
有
表
現
」

で
す
。
し
か
し
、
丸
の
内
に
は
人

が
住
ま
ず
、
生
活
に
直
接
関
わ
る

人
た
ち
の
意
見
も
な
く
、
企
業
本

位
で
す
。「
皇
居
」
と
い
う
住
ま
い

に
隣
接
す
る
業
務
地
域
で
高
層
建

築
が
衝
立
の
よ
う
に
乱
立
す
る
と

「
国
家
の
品
格
」
に
関
わ
り
ま
す
。

ど
こ
の
国
で
も
王
宮
周
辺
は
控
え

目
な
都
市
景
観
で
す
。 

●
皇
居
の
中
に
見
ら
れ
る
日
本
の

伝
統
的
な
建
築
は
、
石
垣
、
瓦
や

漆
喰
壁
な
ど
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で

す
。
光
が
当
た
っ
て
も
キ
ラ
キ
ラ 

 

反
射
し
な
い
し
、
眩
し
く
な
い
。

基
本
的
に
無
彩
色
の
伝
統
的
建
築

素
材
が
地
面
の
土
と
周
辺
の
緑
で

彩
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
日
本
の

風
土
の
中
で
季
節
感
を
表
わ
し
、

都
市
景
観
を
「
中
間
色
」
化
さ
せ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
丸
の
内
の



視点・論点 
２００９年 ２月号 

 3 

ビ
ル
群
は
総
じ
て
ガ
ラ
ス
と
冷
た

い
金
属
製
で
、
唯
一
東
京
海
上
ビ

ル
だ
け
が
東
京
駅
の
赤
煉
瓦
に
配

慮
し
た
温
か
み
の
あ
る
タ
イ
ル
で

出
来
て
い
る
。
こ
の
茶
色
は
土
を

連
想
さ
せ
て
違
和
感
が
な
く
、
許

容
範
囲
内
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

●
美
に
造
詣
の
深
い
石
原
都
知
事

は
、･

･
･

「
愛
宕
山
の
山
頂
か
ら
撮

っ
た
幕
末
江
戸
の
写
真
に
は
、
手

前
に
大
名
屋
敷
の
白
い
塀
、
遠
く

に
築
地
本
願
寺
や
芝
増
上
寺
が
望

ま
れ
る
。
浜
離
宮
の
森
が
茂
り
、

江
戸
前
の
海
が
輝
い
て
見
え
る
。

ほ
と
ん
ど
の
建
物
は
２
階
建
で
、

屋
根
は
み
な
濃
い
灰
色
の
瓦
、
壁

は
白
。
パ
ノ
ラ
マ
の
光
景
は
息
を

の
む
ほ
ど
し
っ
と
り
と
美
し
い
。

し
か
し
今
の
東
京
は
醜
悪
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
。
」･

･
･ 

 

➜ 

皇
居
内
の
視
察
・
弁
護
士
と
建
築
家 

●
「
巨
大
な
空
虚
」
皇
居
と
丸
の

内
と
は
お
濠
を
間
合
い
と
す
る

「
ハ
レ
と
ケ
」
の
対
極
に
あ
り
、

ハ
レ
を
「
沈
黙
＝
文
化
」
、
ケ
を
「
喧

噪
＝
文
明
」
の
場
所
と
見
做
せ
ま

す
。
丸
の
内
に
は
、
高
さ
は
勿
論
、

形
や
素
材
を
吟
味
し
た
文
化
的
な

香
り
の
す
る
超
高
層
も
可
能
で
は

な
い
か
。
例
え
ば
、
耐
火
性
や
防

腐
性
な
ど
を
備
え
た
「
木
造
の
超

高
層
」
も
そ
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

日
本
に
は
法
隆
寺
を
は
じ
め
五
重

の
塔
も
あ
る
し
、
古
代
の
出
雲
大

社
は
高
さ
五
十
ｍ
ほ
ど
の
巨
大
建

築
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

●
私
は
、
実
現
可
能
な
究
極
の
「
建

築
像
」
や
「
夢
」
を
建
築
界
あ
げ

て
も
っ
と
積
極
的
に
語
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
成
果
と
し

て
、
「
合
理
性
」
よ
り
も
「
情
緒
」

や
「
型
」
を
重
ん
じ
た
日
本
独
自

の
「
品
格
あ
る
都
市
文
化
」
を
世

界
に
示
し
た
い
も
の
で
す
。 

 (

株)

竹
内
建
築
総
合
研
究
所 

主
宰 

(

社)

日
本
建
築
家
協
会 

元
理
事 


